免疫機能制御 by 韓 鋭
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2 )  野村靖幸， 東田 道久 : ボ ツ リ ヌ ス 毒素 に よ る イ
ノ シ ト ー ル リ ン脂質代謝 の抑制 文部省科学研究
費総合研究(A) I細胞情報伝達におけ る 3 量体G
蛋 白質の生理的役割」 研究成果報告書， 91・98. 1ω4. 
3 )  野村靖幸 : 神経系情報伝達ぶよ る免疫系細胞の
細胞内情報伝達機構の研究 平成元-- 3 年度科学
技術振興調整費 「生体情報伝達機構の解析 ・ 制御
技術の開発に 関す る 研究」 研究成果報告書， 1 16 -
130 . 1994. 
4) 野村靖幸 : 脳情報伝達系の老化 と抗老人生痴呆
薬開発の基礎薬理学的研究 秋山記念生命科学振
興財団研究成果報告集， 6 ， 1 1 - 14. 1994. 
5 )  野村靖幸， 有馬隆， 東国道久， 伊藤奈緒子 : NG
108- 15細胞のcGMP産生系 に対す る リ チ ウ ム の作
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る作用 と癌にたいす る化学予防作用 を研討 し且つ
和漢薬の癌細胞に対す るapoptosis誘導 と cell
communication に対す る 影響 と癌の侵潤 と 転移
と の関係 を究明す る事を 目 標 と し て い ます。 本年
度は主と して下記の通 り 研究を続けて い る 。
1 )  数種類の漢方薬 と 植物成分の癌細胞の増殖抑制
と 侵潤， 転移 に対す る 影響の研究.
2) Harringtonine， homoharringtonine が 人 前
髄 白血病細胞HL・60に た いす る apoptosis誘導 と
そ の機作.
3 )  丹参 と 五倍子の有効成分の癌 に対す る化学予防
作用 と抗酸化作用.
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